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宇
佐
の
偉
人
、
日
本
三
大
疎
水
の
父

「
南
一
郎
平
」
と
は
？

　
南
一
郎
平
は
、
天
保
７
（
１
８
３
６
）
年
に

金
屋
の
庄
屋
で
あ
る
南
宗む
ね
や
す保
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
当
時
、
一
郎
平
が
暮
ら
し
て
い

た
駅
館
川
東
岸
の
台
地
は
、
川
よ
り
20
ｍ
以
上

高
台
に
あ
り
、
水
を
引
く
こ
と
が
で
き
ず
米
を

作
れ
な
か
っ
た
た
め
、
人
々
の
生
活
は
困
窮
し

て
い
ま
し
た
。

　
一
郎
平
は
、
こ
の
台
地
に
水
を
通
す
た
め
に

既
に
広
瀬
井
路
の
建
設
工
事
に
取
り
組
ん
で
い

た
父
・
宗
保
の
「
米
を
作
り
地
域
を
豊
か
に
す

る
よ
う
に
」
と
の
遺
言
を
受
け
、
広
瀬
井
路
の

建
設
工
事
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
総
延
長
17
㎞
に
も
及
ぶ
広
瀬
井
路
の
工
事
は
、

そ
の
難
易
度
の
高
さ
か
ら
過
去
に
何
度
も
中
断

し
て
い
ま
し
た
。
一
郎
平
は
私
財
を
投
げ
打
っ

て
工
事
に
尽
力
し
ま
し
た
が
、
借
金
の
返
済
が

で
き
ず
、
入
牢
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
江
戸
か
ら
明
治
に
変
わ
る
混
迷
の
時
代
で
し

た
が
、
国
の
援
助
や
地
元
の
方
々
、
測
量
士
や

石
工
な
ど
の
専
門
家
の
力
を
結
集
し
、
８
年
の

歳
月
を
か
け
、
明
治
６
年
に
広
瀬
井
路
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
着
工
か
ら
完
成

ま
で
１
２
０
年
も
の
歳
月
を
要
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、
広
瀬
井
路
の
お
か
げ
で
駅
館
川

の
東
岸
の
台
地
に
も
水
田
が
広
が
り
、
人
々
の

生
活
は
豊
か
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
一
郎
平
の
卓
越
し
た
技
術
力
が
後

の
総
理
大
臣
と
な
る
松
方
正
義
の
目
に
留
ま
り
、

活
躍
の
場
を
全
国
へ
と
移
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
松
方
正
義
の
招
き
に
よ
り
上
京
し
た
一
郎
平

は
、
後
に
日
本
三
大
疎
水
と
呼
ば
れ
る
安あ

さ
か積

疏そ
す
い水

（
福
島
県
）
や
那
須
疏
水
（
栃
木
県
）、
琵

琶
湖
疏
水
（
京
都
府
、
滋
賀
県
）
な
ど
、
多
く

の
水
利
事
業
に
携
わ
り
全
国
に
そ
の
技
術
を
伝

え
ま
し
た
。
数
々
の
功
績
を
評
価
し
よ
う
と
い

う
話
が
度
々
起
こ
り
ま
し
た
が
、一
郎
平
は
「
た

だ
人
々
の
暮
ら
し
が
よ
く
な
れ
ば
」
と
か
た
く

な
に
拒
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
欲
の

な
い
人
柄
か
ら
、
松
方
正
義
は
後
に
一
郎
平
を

「
隠
れ
た
る
実
業
界
の
偉
人
」と
賞
賛
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
郎
平
は
全
国
各
地
の
鉄
道
事
業
に

携
わ
り
、
大
正
８
年
に
83
歳
で
そ
の
生
涯
を
終

え
ま
し
た
。

水
利
事
業
に
取
り
組
む
ま
で

問
合
せ
／
総
合
政
策
課

企
画
調
整
係
（
☎
㉗
８
１
０
９
）

難
工
事
に
入
牢
。
苦
難
の
末
つ
い
に
完
成

宇
佐
で
の
活
躍
後
、
そ
の
力
を
全
国
へ

南 一郎平

座右の銘

「一
いちにちがく

日学」

「自
じきょうふそく

彊不息」

今日一日だけはと努力し続け
ると一生続けて学ぶことがで
きること。

休みなく努力し自己を強化す
ること。

琵琶湖疏水

地元での顕彰活動から世界かんがい施設遺産に登録まで

　金屋地区で顕彰活動の機運が高まったことから、一郎
平のＮＨＫ連続テレビ小説（朝ドラ）化を目指すため、
顕彰会と市や関係機関が連携して、令和２年にＮＨＫ朝
ドラ「南一郎平」誘致推進協議会を設立しました。
　協議会では朝ドラ化を目指し、ＮＨＫへの要望活動や
小学生を対象とした体験授業、水路見学ツアー、紙芝居
の作成、市民劇の開催など、日本三大疎水の関係団体と
連携しながら精力的に誘致活動に取り組んでいます。

広瀬井路通水 150 年記念碑

ＮＨＫ朝ドラ化を目指して
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平成 28年

令和２年

令和３年

出身地の金屋で「南一郎平顕彰会」設立
水路見学会や機関紙の発行など顕彰活動を始める

没後 100 年 広瀬井路通水 150 年記念式典開催
大きな盛り上がりを見せる

県内初「世界かんがい施設遺産」に登録決定 !
宇佐のかんがい用水群（平田井路・広瀬井路）の
歴史的・技術的・社会的価値が認められる

「宇佐学マンガシリーズ⑤ 南一郎平」完成

一郎平の功績は現在でも高く評価され続けている

https://web.d-library.jp/usa_city/g0102/libcontentsinfo/?conid=349857&m=%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%B8%89%E5%A4%A7%E7%96%8F%E6%B0%B4%E3%81%AE%E7%88%B6%E3%80%80+%E5%8D%97%E4%B8%80%E9%83%8E%E5%B9%B3

